


※１ カーボンニュートラル

ライフサイクルの中で、二酸化炭素の排出と吸収がプラスマイナスゼロのことを言います。

例えば、植物の成長過程における光合成による二酸化炭素の吸収量と、植物の焼却による二

酸化炭素の排出量が相殺され、実際に大気中の二酸化炭素の増減に影響を与えないことが考

えられます。このように、化石燃料の代わりに、バイオマスエネルギーを利用することはカー

ボンニュートラルだと考えられ、二酸化炭素の発生と固定を平衡し、地球上の二酸化炭素を一

定量に保つことができます。

（中部電力ＨＰ引用）

※２ 市内のバイオマス発電施設

サミット半田パワー（株）半田バイオマス発電所

◇所 在 地：半田市川崎町

◇稼 働 日：平成２９年６月２０日 

◇事業内容：木質リサイクルチップ、ＰＫＳ（パーム椰子殻）を利用した木質バイオマス発電

◇発電能力：７５,０００ｋｗ（一般家庭約 150,000 世帯分）

ＣＥＰＯ半田バイオマス発電所

◇所 在 地：半田市日東町

◇稼 働 日：令和元年１０月１日

◇事業内容：木質リサイクルチップ、ＰＫＳ（パーム椰子殻）を利用した木質バイオマス発電

◇発電能力：５０,０００ｋｗ（一般家庭約 120,000 世帯分）

ビオぐるファクトリーＨＡＮＤＡ（事業者：㈱ビオクラシックス半田）

◇所 在 地：半田市松堀町

◇稼 働 日：令和３年１０月（予定）

◇事業内容：食品残さ、生ごみ、畜産糞尿などをメタン発酵させて発生したガスを利用したバイオ

ガス発電及び隣接の植物工場（グループ会社による経営）での排熱・排ガス利用

◇発電能力：８００ｋｗ（一般家庭約 1,500 世帯分）

【半田市バイオマス産業都市構想における中心プロジェクト】


